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【はじめに】                  魅 的 特徴から次世代メモリとして注目され 

ている抵抗変化型メモリ(ReRAM)は 絶縁膜を 極で挟んだ単純 構造をしており 様々 組合せが 

試されている。こ メモリ 実用化には 耐久  向上とスイッチング 圧 ばらつき抑制  が必 

要であり 我々 グループでは スイッチング 圧 ばらつき抑制に取り組んできた。こ ばらつき 

 原因は フィラメントモデルによると 絶縁破壊時に形成された特  異 る多数 フィラメント 

がスイッチング毎にランダムに選択されることによるも と解釈される。そこで 我々は ポーラス 

材料である陽極酸化ポーラスアルミナを用いてフィラメントが形成される空間を小さくすることでフ 

ィラメント 種類や数を制限し ばらつき抑制を行ってきた[1]。更に ポーラスアルミナに 気化学 

的処理を施すことで絶縁膜を 抵抗化することでも ばらつき 抑制が可能であることを示してきた 

[2]。本研究で使用した絶縁膜 陽極酸化ポーラスアルミナは 陽極酸化条件に強く依存し 細孔径や 

細孔間隔 膜質 制御が可能であることが知られている。これまで 研究では 陽極酸化処理にシュ 

ウ酸を用いて行ってきた で 本研究では 硫酸陽極酸化膜に注目し こ 膜に対する 気化学処理 

が 流— 圧特 に及ぼす影響について調べた。 

【実験】細孔が規則配列したポーラスアルミナは アルミニウム基板に２ステップ陽極酸化を施すこ 

とで作成し ポーラスアルミナ（絶縁膜）／アルミニウム（下部 極）を得た。そ 後 硫酸ニッケ 

ル溶液によるパルス 界メッキによる 気化学処理をポーラスアルミナに対して行った後 上部 極 

 インジウムを取り付け インジウム／アルミナ／アルミニ 

ウムを作成した。こ キャパシターに対して  圧スイープ 

による 流— 圧特 を直流二端子法で測定し スイッチン 

グ 圧 ばらつきやスイッチング回数 評価を行った。作成 

したポーラスアルミナ 評価として 走査型 子顕微鏡によ 

る表面観察と断面観察を行った。 

【結果】硫酸を用いたメモリ  流‐ 圧測定結果を図 1に 

示す。 気化学処理を施した試料(b)は 陽極酸化 み 試料 

(a)よりもスイッチング 圧 ばらつきがやや大きいことが 

わかる。しかしスイッチング回数は 13倍と飛躍的に改善され 

る結果と った。当日はより詳細 結果を示すとともに   

流‐ 圧特   界めっき条件依存について考察する。 
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図 1.  流 –  圧特  

陽極酸化 み(a)及び  気化学処理後(b) 
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